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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記：
ａ．）融点が１２０℃より高いワックス粉末またはワックス粉末混合物および
ｂ．）融点が１００℃より低いベース配合物
を含むワックス配合物。
【請求項２】
　総ワックス配合物の総質量に基づき計算して、ワックス粉末ａ．）が５～５０質量％の
割合で存在しそしてベース配合物ｂ．）が５０～９５質量％の割合で存在する、請求項１
記載のワックス配合物。
【請求項３】
　ワックス粉末ａ．）が、触媒としてのメタロセンの存在下でオレフィンを重合させるこ
とによって調製したポリオレフィンワックスである、請求項１または２記載のワックス配
合物。
【請求項４】
　式　Ｍ１Ｌｘのキラルまたはアキラル遷移金属化合物を含むメタロセン触媒が、ポリオ
レフィンワックスを調製するために使用されている、請求項３記載のワックス配合物。
【請求項５】
　ＴＰ　Ｌｉｃｏｃｅｎｅ（登録商標）ＰＰ　６１０２，ＴＰ　Ｌｉｃｏｃｅｎｅ（登録
商標）ＰＰ　６５０２，ＴＰ　Ｌｉｃｏｃｅｎｅ（登録商標）ＰＰ　７４０２　および／
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または　ＴＰ　Ｌｉｃｏｃｅｎｅ（登録商標）ＰＰ　７５０２　が、ワックス粉末ａ．）
として使用される、請求項１～４のいずれか一に記載のワックス配合物。
【請求項６】
　ワックス配合物が、さらに添加剤も含む、請求項１～５のいずれか一に記載のワックス
配合物。
【請求項７】
　メタロセン　ＰＰ　ワックス，ポリオレフィンワックスまたは脂肪酸と多官能性ジアミ
ンとの反応生成物またはこれらの物質の混合物が、添加剤として使用される請求項１～６
のいずれか一に記載のワックス配合物。
【請求項８】
　石油ワックス，天然植物もしくはミネラルワックス，合成ワックス，プロピレンおよび
エチレンの他のモノマーのポリマー，石油を精製することから誘導される樹脂様物質また
は木材樹脂，炭化水素樹脂またはテルペン様樹脂またはこれらのもしくは同様の物質の混
合物が、添加剤として使用される請求項１～６のいずれか一に記載のワックス配合物。
【請求項９】
　有機酸，ポリスチレン，架橋ポリスチレン，尿素，ポリアクリラート，セルロースアセ
タート，ビスフェノール，ポリエチレンテレフタラートおよびポリオールが、更なる添加
剤として混入される、請求項１～６のいずれか一に記載のワックス配合物。
【請求項１０】
　ＴＰ　Ｌｉｃｏｃｅｎｅ（登録商標）ＰＰ　１３０２，ＴＰ　Ｌｉｃｏｃｅｎｅ（登録
商標）ＰＰ　１５０２，ＴＰ　Ｌｉｃｏｃｅｎｅ（登録商標）ＰＰ　２６０２および／ま
たは　ＴＰ　Ｌｉｃｏｃｅｎｅ（登録商標）ＰＰ　３５０２が、添加剤として使用される
、請求項１～７のいずれか一に記載のワックス配合物。
【請求項１１】
　ワックス粉末粒子ａ．）の９０％が２５０μｍより小さい直径を有しそしてワックス粉
末粒子の少なくとも５０％が１５０μｍより小さい直径を有する、請求項１～１０のいず
れか一に記載のワックス配合物。
【請求項１２】
　ワックス粉末ａ．）が、２０℃における密度０．８５～１．２０ｇ／ｃｍ３を有する、
請求項１～１１のいずれか一に記載のワックス配合物。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一に記載のワックス配合物の、精密鋳造プロセス用の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、精密鋳造プロセス/ロストワックスプロセスにおいて使用するためのメタロ
セン触媒によるポリオレフィンを含むワックス 配合物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　精密鋳造プロセスは、また、「ロストワックス」プロセスなる名前でも知られており、
何世紀もの間使用されてきた。精密鋳造プロセスでは，ワックスモデルの周りに耐火性鋳
型が建造される。鋳型を建造しそして乾燥した後に、ワックスが融解しそして流れ出るよ
うに、鋳型が加熱される。得られた鋳型は、焼成されそして次いで、鋳金用雌型として使
用される。
【０００３】
　精密鋳造プロセスは、製造すべき製品の負の表象である道具にワックスを注入するサブ
ステップを含むのが普通である。このようにして，ワックス複製物を、陽として製造すべ
き製品のモデルとして製造する。下記のプロセス工程は、ワックスモデルの周りに耐火性
鋳型を製造する働きをする。サブステップは、棒に接着接合したワックスモデルまたは多
くのワックスモデルをセラミックスラリーの中に浸漬し，それに続いてサンダー仕上げを
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し，乾燥しそしてシェルの所望の層厚さを達成するまでこれらの手順を繰り返している。
シェルを乾燥させた後に、次いで、加熱することによって、ワックスを除く。鋳型は、オ
ートクレーブ中で、融解ワックスが流れ出ることができるように、加圧蒸気を用いて加熱
するのが普通である。他の加熱方法を用いる大気圧プロセスもまた、知られている.
　ワックスを除いた後に、セラミックを高温で焼成しそしてこのようにして硬化させる。
ワックスの残渣をまた、焼却した後に、金属を鋳造する。鋳金上の不良を回避するために
、セラミック鋳型 から、ワックス 配合物の微量の構成物質すべてを確実に除かなければ
ならない。
【０００４】
　次の工程として，融解金属または金属合金を高温鋳型の中に鋳造する。金属を冷却しそ
して固化した後に、鋳造された物体からセラミック鋳型を剥ぐ。次いで、未加工の鋳造は
、古色化，バリ取りおよびスプルーの除去を含む更なる仕上げプロセスを受ける。
【０００５】
　特定のワックス配合物のワックスを道具の中に注入する際に、精密鋳造における問題が
起こり得る。ワックスが道具のすべてのキャビティの中に流れ込みそして道具を完全に満
たすように、ワックスを高温で注入するのが普通である。ワックスを加圧下で注入しそし
てこうして剪断の結果として、いくらか 一層流動性になる。このことは、すべてのキャ
ビティを満たす程に低い粘度を有するような程度に、ワックス 配合物を加熱することを
不要にする。成形品の複雑形状および異なる厚さを有する道具の中にワックス配合物を注
入するならば、成形品の小区域の厚さが厚い程、成形品の小区域の厚さが薄いものに比べ
て、冷却するのが遅くなる。結果的に，次いで、成形品の領域の厚さが薄い程、高い寸法
精度で再現されることを見出した。他方，成形品の領域の厚さが厚い程、冷却プロセスの
間の収縮が大きくなることから、相対的に低い再現精度を有する傾向にある。ワックスモ
デルは、製造すべき鋳金の相関的なモデルであるのが普通であるので，そのような不正確
は、最終製品に持ち越される。
【０００６】
　その上に、成形品の薄い部分と厚い部分との間のそのような異なる冷却速度および異な
る収縮は、ワックスモデルにおいて大きな応力をもたらし，このことは、モデルを道具か
ら取り出す際に、モデルの変形を引き起こし得る。このようにして，モデルは、内部応力
を発散しようと努める。
【０００７】
　ワックスモデルの再現精度および安定性を有する増大させる解決法は、種々の充填剤を
鋳造ワックス配合物を加えることによって達成されてきた。例は、有機酸および不活性ポ
リマーである。本目的から、充填剤なる表現は、ロストワックスプロセスの間に融解しな
いバラバラの，固体粒子を言う。充填剤の使用は、精密鋳造ワックス配合物のいくつかの
性質を改良してきたとはいえ、いくつかの既存の問題を解決することができておらずそし
てそれによる新しい問題をもたらした。
【０００８】
　精密鋳造ワックス配合物用充填剤として使用するために提案されてきた種々の材料の例
は、水，イソフタル酸，テレフタル酸，ビスフェノール，ポリ-アルファ-メチルスチレン
，架橋ポリスチレンおよびポリエチレンテレフタレートである。すべてが関連する物理的
性質すべてを正しい方向に変えるわけではない。これより，ポリスチレン充填剤は、融解
時に初めにワックス流出をもたらす傾向にあるが、ポリスチレン充填剤がキャビティ内に
残り，それで、鋳型の外被をこじ開ける (break open) 傾向にある（特許文献１）。
【０００９】
　フマル酸，アジピン酸，イソフタル酸およびテレフタル酸のような有機充填剤を同様に
使用する。これらは、高い熱伝導率を有するのが普通である。このため，そのようなワッ
クス配合物製のモデルは、所望の通りに急速に冷却する。酸性充填剤を使用することの主
要な不都合は、酸が鋳型組成物の構成物質と反応しそしてこうして鋳造の表面品質および
寸法精度に悪影響を与えることの可能性である。その上に、高い熱伝導率は、ワックスが
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融解時に極端に急速な熱膨張を受けそして従って、鋳型のシェルが破壊する (シェルひび
割れ) 結果となり得る、
　不活性な，高分子充填剤は、鋳型組成物の構成物質と反応しないとは言え，それらは、
低い熱伝導率を有しそして脱ろうプロセスの間に、鋳型から取り出すのが困難である。従
って、残留物を焼却する間に、かなりの灰残渣が鋳型の中に残りそしてこれらは、次いで
、鋳造の表面上で欠陥として目立つようになり得る。
【００１０】
　ポリスチレン，アクリル，ポリウレタンポリマーが、しばしば不活性高分子充填剤とし
て使用される。これらの充填剤の密度は、1 kg/dm3 より高いのが普通でありそして精密
鋳造ワックス配合物の残りの成分の密度に比べてかなり高いのが普通である。
【特許文献１】米国特許第3465808号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の目的は、新規な充填剤を含有しそして沈降不良およびこれより、また、流れ出
る(running-out)挙動不良，高い残灰含有量，ベースワックスと非常に異なる熱伝導率そ
して化学基と鋳型組成物の構成物質との起こり得る反応のような上述した不都合を示さな
い、精密鋳造プロセス用ワックス配合物を提供するにある。
【００１２】
　驚くべきことに、この目的は、充填剤として、融点< 100℃，好ましくは < 80℃を有す
るベース配合物 (b.)，および融点が120℃よい高い，好ましくは150℃よい高い,ワックス
粉末またはワックス粉末混合物 (a.) を含むワックス配合物によって達成することができ
た。
【００１３】
　ワックス粉末a.) は、モデル生産では、通常の使用温度で融解せず，特にまた、脱ろう
プロセスの間でも融解しない。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明のワックス粉末は、ワックス配合物のベース配合物と非常に良好な適合性を有す
るので、精密鋳造プロセス用ワックス配合物において使用するための充填剤として極めて
適している。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明のワックス配合物は、好ましくはワックス粉末またはワックス粉末混合物 a.) 
を、総ワックス配合物に基づいて、5～60重量%の割合で，特に好ましくは10～50重量%の
割合で，特に25～40重量%の割合で含有する。
【００１６】
　従来技術から知られている精密鋳造ベース配合物 (充填剤を有しない)の構成物質は、
本発明に従うワックス粉末の軟化点よりかなり低い40℃～115℃の範囲で融解するのが普
通である。
【００１７】
　よって、ベース配合物 b.) は、当業者に知られている方法を用いて、融点，粘度，収
縮および硬度については、精密鋳造ワックス配合物の使用の的確な分野において使用しそ
して的確な分野に適合させる。
【００１８】
　パラフィン，樹脂または長鎖炭化水素をベース配合物b.) として使用するのが普通であ
る。
【００１９】
　ベース配合物 b.) は、総ワックス配合物に基づいて、50～95重量%の割合で存在するの
が好ましい。
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【００２０】
　本発明のワックス配合物のワックス粉末a.) は、120℃より高い，好ましくは135℃より
高い，特に好ましくは150℃より高い融点を有する。
【００２１】
　本発明に従って使用するワックス粉末またはワックス粉末混合物 a.) は、定義により
、ポリオレフィンワックスであり、これらは、プロピレンのホモポリマーまたはプロピレ
ンとエチレンまたは一種以上の1-オレフィンとのコポリマーから調製するのが好ましい。
【００２２】
　ワックス粉末またはワックス粉末混合物 a.)が、オレフィン，好ましくはプロピレンを
触媒としてのメタロセンの存在下で重合させることによって調製したワックスを含む場合
に，特に有利な性質が見出される。メタロセンポリオレフィンワックスの合成は、気相中
圧力0.1～10 MPa 下でまたは適した懸濁媒体/溶媒中懸濁状態または溶解状態で、既知の
技術を使用して実施することができる。
【００２３】
　ワックス配合物における充填剤としてのワックス粉末またはワックス粉末混合物として
使用するのが好ましいメタロセンポリオレフィンワックスの例は、例えば、下記である：
メタロセン PP (ポリプロピレン)ワックス，例えば：
　　　TP Licocene（登録商標）PP 6102
　　　TP Licocene（登録商標）PP 6502
　　　TP Licocene（登録商標）PP 7402
　　　TP Licocene（登録商標）PP 7502
　加えて，本発明のワックス配合物は、また、例えば，他のポリマー，樹脂または更なる
充填剤のような更なる添加剤を含むこともできる。
【００２４】
　適した添加剤は、例えば，石油ワックス，天然植物もしくはミネラルワックス，合成ワ
ックス，プロピレンおよびエチレンの他のモノマーのポリマー，石油を精製することから
得られる樹脂様物質または木材樹脂，炭化水素樹脂またはテルペン様樹脂またはこれらの
混合物または脂肪酸と多官能性ジアミン  (例えば、エチレンジアミン) との反応生成物(
アミドワックス) または同様の物質である。
【００２５】
　更に適した添加剤および充填剤は、下記である：有機酸，ポリスチレン，架橋ポリスチ
レン，尿素，ポリアクリラート，セルロースアセタート，ビスフェノール，ポリエチレン
テレフタラートおよび高融点ポリオール。
【００２６】
　好適な実施態様では、メタロセン PP ワックスは、ワックス配合物の総重量に基づいて
、0～50重量%の割合で添加剤ワックスとして使用する。これらは、例えば、下記をする働
きをする：
－　　ワックス配合物の粘度を増大させるかまたは減少させる 
－　　ワックス成形品の熱的および機械的強度を増大させる 
　　　または/および
－　　熱膨張 (収縮) を減少させる
　添加剤として使用するポリプロピレンワックスは、ワックス a.)より低い融点，特に融
点< 110℃を有するのが好ましい。
【００２７】
　ワックス配合物においてワックス粉末またはワックス顆粒の形態で添加剤として本発明
に従って使用することができるメタロセンポリオレフィンワックスの例は、例えば下記で
ある：
下記のようなメタロセン PP ワックス：
　　　TP Licocene（登録商標）PP 1302
　　　TP Licocene（登録商標）PP 1502
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　　　TP Licocene（登録商標）PP 2602
　　　TP Licocene（登録商標）PP 3502
　ワックス配合物においてワックス粉末またはワックス顆粒の形態で添加剤として本発明
に従って使用することができるポリオレフィンワックスの例は、例えば下記である：
　　　Licowax（登録商標）PP 230
　　　Ceridust（登録商標）6071
　ワックス配合物においてワックス粉末またはワックス顆粒の形態で添加剤として本発明
に従って使用することができる脂肪酸と多官能性ジアミンとの反応生成物(アミドワック
ス)の例は、例えば下記である：
　　　エチレンビスステアロアミド
　　　Licowax（登録商標）C
　上述したワックスの製造業者は、Clariant Produkte (ドイツ) GmbHである。
【００２８】
　ポリオレフィンワックスを調製するためのメタロセン触媒は、式 M1Lxのキラルまたは
アキラル遷移金属化合物であるのが好ましい。遷移金属化合物 M1Lxは、少なくとも１個
の中心金属原子M1を含み、それに少なくとも１つのπ―リガンド，例えばシクロペンタジ
エニルリガンド，が結合される。加えて，ハロゲン，アルキル，アルコキシまたはアリー
ル基のような置換基が中心金属原子 M1に結合されることができる。M1 は、元素周期表の
主族III，IV，V または VI の元素，例えば、Ti，Zr またはHfであるのが好ましい。
【００２９】
　本発明の目的から、シクロペンタジエニルリガンドは、非置換のシクロペンタジエニル
ラジカルおよび置換されたシクロペンタジエニルラジカル、例えば、メチルシクロペンタ
ジエニル，インデニル，2-メチルインデニル，2-メチル-4-フェニルインデニル，テトラ
ヒドロインデニルまたはオクタヒドロフルオレニルラジカルである。π―リガンドは、橋
かけするかまたは非橋かけにすることができ，環系を経ることを含む，単一のおよび複数
の橋が可能である。メタロセンなる用語は、また、多核メタロセンとして知られている1
つより多くのメタロセン断片(fragment)を有する化合物も包含する。これらは、任意の置
換パターンおよび橋かけ変種を有することができる。そのような多核メタロセンの個々の
メタロセン断片は、同一にするかまたは互いに異なるかのいずれかにすることができる。
そのような多核メタロセンの例は、例えば，EP-A-0 632 063に記載されている。
【００３０】
　メタロセンの一般構造式および共触媒(cocatalyst) を用いたそれらの活性化の例は、
とりわけ、EP-A-0 571 882に挙げられている。
【００３１】
　本発明のワックス配合物は、驚くべきことに、非常に良好な熱膨張挙動ならびにまた、
陽原型の非常に良好な再現精度および寸法安定性も有する。
【００３２】
　本発明に従って使用するワックス a.) は、反応性化学基を何ら含有せずそして従って
、化学的に不活性であるので、商業用鋳型組成物の構成物質と反応を起こさず，このこと
は、鋳物の表面品質および寸法精度に関して有利である。
【００３３】
　記載するワックスは、ワックス配合物のベース配合物と非常に良好な適合性を示す。こ
のことは、精密鋳造ワックス配合物の融解構成物質によって、ワックス粉末a.)の非常に
良好な湿潤に反映される。
【００３４】
　ワックス a.) および ベース配合物 b.)の非常に同様の密度は、充填剤 a.) が沈降す
る傾向をほとんど持っていないことを保証する。このことは、非常に安定した懸濁に反映
される。
【００３５】
　脱ろうプロセスの間の加熱時のワックス粉末の良好な熱的挙動は、熱膨張係数が小さい
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ために、セラミックシェルの破損(シェルひび割れ) を防ぐ。脱ろうプロセスの後に流れ
出ていなかったワックス残留物の残渣を残さない必要な燃焼は、ワックス粉末a.)の非常
に少ない残灰含有量によって改善され，それで、鋳物の特に良好な表面品質が達成される
ようになる。
【００３６】
　本発明に従うワックス粉末a.) は、微粉砕によって製造する。ここで，ワックス粉末粒
子の90%が250 μmより小さい直径を有し，200 μmより小さい直径を有するのが好ましく
，150 μmより小さい直径を有するのが特に好ましく，そして粒子の少なくとも 50% が15
0 μmより小さい直径を有し，100 μmより小さい直径を有するのが好ましく，75 μmより
小さい直径を有するのが特に好ましい。
【００３７】
 　ワックス粉末a.) は、20℃における密度0.85～1.20 g/cm3を有し，0.87～0.97 g/cm3

を有するのが好ましく，0.87～0.92 g/cm3を有するのが特に好ましい。
【００３８】
　本発明のワックス配合物は、平板，粒状材料，フロックまたは他の通常の使用形態に仕
立てる。
【００３９】
　ワックス粉末充填剤 a.) は、融解ワックス配合物からろ過して取り除くことができる
。これは、精密鋳造プロセスにおいて、ワックスのリサイクリング，材料の削減および費
用節減をもたらすことを可能にする。
【００４０】
　本発明のワックス配合物は、脱ろうの間に，セラミックシェルの内壁に付着せず、この
ことが高い回収率および鋳物の高い表面品質に至ると言う大きな利点を有する。
【００４１】
　脱ろうプロセスにおける温度は、140℃～180℃の範囲であるのが普通である。脱ろうし
た後に、セラミック鋳型を600℃より高い温度で焼成する。流れ出なかったワックス配合
物の構成物質  (セラミック鋳型内の残留ワックス) は、燃える。
【００４２】
　本発明のワックス配合物は、低い残灰含有量を有する。残渣を焼却した後に、セラミッ
ク鋳型内に残るのは、混合物の0.02重量%より少ないのが普通である。ワックス粉末(充填
剤) は、焼却して残渣を事実上残さない。
【００４３】
　その上に、使用するワックス粉末 a.) が、有害な物質ではなくそして健康に害を及ぼ
さないことは、生態学的に有利である。
【００４４】
　本発明を下記の例によって例示するが、本発明は、それらに限定しない。
【実施例】
【００４５】
例:
　下記の例において、下記のワックス  a.) を、精密鋳造ワックス配合物において粉末形
態で充填剤として使用した：
メタロセン PP ワックス
　　　TP Licocene（登録商標）PP 6102
　　　TP Licocene（登録商標）PP 6502
　　　TP Licocene（登録商標）PP 7402
　　　TP Licocene（登録商標）PP 7502
　添加剤として，下記のワックスを使用した
下記のようなメタロセン PP ワックス：
　　　TP Licocene（登録商標）PP 1302
　　　TP Licocene（登録商標）PP 1502
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　　　TP Licocene（登録商標）PP 2602
　　　TP Licocene（登録商標）PP 3502
下記のようなポリオレフィンワックス：
　　　Licowax（登録商標）PP 230
　　　Ceridust（登録商標）6721
下記のような、脂肪酸と多官能性ジアミンとの反応生成物(アミドワックス)：
　　　エチレンビスステアロアミド
　　　Licowax（登録商標）C
　上述したワックスの製造業者は、Clariant Produkte (ドイツ) GmbHである。
【００４６】
例 1：
　TP Licocene（登録商標）PP 6102の顆粒を微粉砕することによって、ワックス粉末a.) 
を製造した。
【００４７】
　その物質は、滴点約 145℃ および170℃における動的粘度60 mPas によって特性表示さ
れた。標準試験片での機械的試験は、下記の測定値を与えた：
　　　針入度：　　　　　　< 1
　精密鋳造ワックス配合物用充填剤として使用した生成した粉末は、下記の粒度分布を有
していた：粒子の90% が150 μmより小さい直径を有しそして粒子の50% が75 μmより小
さい直径を有していた。
【００４８】
例 2：
　TP Licocene（登録商標）PP 7402の顆粒を微粉砕することによって、ワックス粉末を製
造した。
【００４９】
　その物質は、軟化点約165℃ および170℃における動的粘度800mPas によって特性表示
された。標準試験片での機械的試験は、下記の測定値を与えた：
　　　針入度：　　　　　　< 1
　精密鋳造ワックス配合物用充填剤として使用した生成した粉末は、下記の粒度分布を有
していた：粒子の90% が250μmより小さい直径を有しそして粒子の50% が75 μmより小さ
い直径を有していた。
【００５０】
例 3：
　TP Licocene（登録商標）PP 7502の顆粒を微粉砕することによって、ワックス粉末を製
造した。
【００５１】
　その物質は、軟化点約165℃ および170℃における動的粘度1800mPas によって特性表示
された。標準試験片での機械的試験は、下記の測定値を与えた：
　　　針入度：　　　　　　< 1
　精密鋳造ワックス配合物用充填剤として使用した生成した粉末は、下記の粒度分布を有
していた：粒子の90% が250μmより小さい直径を有しそして粒子の50% が75 μmより小さ
い直径を有していた。
【００５２】
例 4：
　下記の成分から、精密鋳造ワックス配合物を製造した：
　　　Paraffin 60/62 (ベースワックス b.) 60%
　　　TP Licocene（登録商標）PP 7402 (微粉砕された) (充填剤 a.) 25%
　　　TP Licocene（登録商標）PP 3502 (添加剤) 15%
　精密鋳造ワックス配合物は、滴点約83℃ および100℃における動的粘度約 33 mPas (90
℃において約 60 mPas) によって特性表示された。標準試験片での機械的試験は、下記の
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測定値を与えた：
　　　針入度：　　　　　　　　約 5
　　　密度：　　　　　　　　　約 0.91 kg/dm3

　　　固化(Solidification)：　約 60℃において
【００５３】
例 5：
　下記の成分から、精密鋳造ワックス配合物を製造した：
　　　Paraffin 60/62 (ベースワックス b.) 60%
　　　TP Licocene（登録商標）PP 7502 (微粉砕された) (充填剤 a.) 25%
　　　TP Licocene（登録商標）PP 3502 (添加剤) 15%
　精密鋳造ワックス配合物は、滴点約81℃ および100℃における動的粘度約 33 mPas (90
℃において約 60 mPas) によって特性表示された。標準試験片での機械的試験は、下記の
測定値を与えた：
　　　針入度：　　　　　　約 8
　　　密度：　　　　　　　約 0.91 kg/dm3

　　　固化：　　　　　　　約 60℃において
【００５４】
例 6：
　下記の成分から、精密鋳造ワックス配合物を製造した：
　　　Paraffin 60/62 (ベースワックス b.) 60%
　　　TP Licowax（登録商標）PP 230 (微粉砕された) (充填剤 a.) 25%
　　　TP Licocene（登録商標）PP 3502 (添加剤) 15%
　精密鋳造ワックス配合物は、滴点約115℃ および100℃における動的粘度約250 mPas (9
0℃において約310 mPas) によって特性表示された。標準試験片での機械的試験は、下記
の測定値を与えた：
　　　針入度：　　　　　　約 10
　　　密度：　　　　　　　約 0.71 kg/dm3

　　　固化：　　　　　　　約 68℃において
【００５５】
例 7：
　下記の成分から、精密鋳造ワックス配合物を製造した：
　　　Paraffin 60/62 (ベースワックス b.) 60%
　　　TP Ceridust（登録商標）6071 (微粉砕された) (充填剤 a.) 25%
　　　TP Licocene（登録商標）PP 3502 (添加剤) 15%
　精密鋳造ワックス配合物は、滴点約89℃ および100℃における動的粘度約490 mPas (90
℃において約600 mPas) によって特性表示された。標準試験片での機械的試験は、下記の
測定値を与えた：
　　　針入度：　　　　　　約 9
　　　密度：　　　　　　　約 0.85 kg/dm3

　　　固化：　　　　　　　約 105℃において
【００５６】
例 8：
　下記の成分から、精密鋳造ワックス配合物を製造した：
　　　Paraffin 60/62 (ベースワックス b.) 60%
　　　エチレンビスステアロアミド (微粉砕された) (充填剤 a.) 25%
　　　TP Licocene（登録商標）PP 3502 (添加剤) 15%
　精密鋳造ワックス配合物は、滴点約88℃ および100℃における動的粘度約775 mPas (90
℃において約950 mPas) によって特性表示された。標準試験片での機械的試験は、下記の
測定値を与えた：
　　　針入度：　　　　　　約 11
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　　　密度：　　　　　　　約 0.95 kg/dm3

　　　固化：　　　　　　　約 72℃において



(11) JP 5455322 B2 2014.3.26

10

フロントページの続き

(72)発明者  ライナー・フェル
            ドイツ連邦共和国、８６３６８　ゲルストホーフェン、ロートエアメルストラーセ、６
(72)発明者  ヘルマン・ディーム
            ドイツ連邦共和国、８６５１７　ヴェーリンゲン、ヴェルトアハタルストラーセ、２６

    審査官  川崎　良平

(56)参考文献  特開平０５－０９２２３５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－１１６９６４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－０４９１２９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表平０５－５０８１１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－１８８４９６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－０１３９９８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ２２Ｃ　　　９／０４　　　　
              Ｃ０８Ｌ　　９１／０６　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

